
JP 4383649 B2 2009.12.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の音声データと、ＳＤオーディオ規格で定義された少なくとも１つの前記音声デー
タの管理データと、ＳＤオーディオ規格で定義された少なくとも１つの前記音声データの
再生順序が登録されるプレイリストとを記録する記録媒体に対して行う編集処理を選択す
る編集処理選択部と、
　前記編集処理に関連するプレイリストの選択を行うプレイリスト選択部と、
　前記プレイリスト選択部で選択されたプレイリストを前記記録媒体から検索し、検索さ
れたプレイリストに再生順序が登録されている全ての音声データと、その音声データに付
随する全ての管理データと、その音声データが登録されている全てのプレイリストとの３
種類のデータのうち、前記編集処理選択部で選択された編集処理に関与する種類のデータ
と前記音声データが登録されている全てのプレイリストの書き換えを、前記編集処理選択
部で選択された編集処理に基づいて行う編集処理部とを備えた編集装置。
【請求項２】
　編集処理選択部で管理データに記述された文字情報を他の文字情報に変更する編集処理
を選択し、かつプレイリスト選択部でプレイリストを選択したとき、編集処理部は前記プ
レイリストを記録媒体から検索し、検索されたプレイリストに再生順序が登録されている
全ての音声データに付随する全ての管理データに記述された文字情報を前記他の文字情報
に書き換えることを特徴とする請求項１記載の編集装置。
【請求項３】
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　編集処理選択部でデータを削除する編集処理を選択し、かつプレイリスト選択部でプレ
イリストを選択したとき、編集処理部は前記プレイリストを記録媒体から検索し、検索さ
れたプレイリストに再生順序が登録されている全ての音声データと、その音声データに付
随する全ての管理データとを削除し、その音声データが登録されている全てのプレイリス
トについてその登録を解除することを特徴とする請求項１記載の編集装置。
【請求項４】
　編集処理を選択する編集処理選択部と、
　前記編集処理の対象とするプレイリストを選択するプレイリスト選択部と、
　前記プレイリスト選択部で選択されたプレイリストを検索し、検索されたプレイリスト
に再生順序が登録されているコンテンツデータと、前記コンテンツデータに付随する管理
データと、前記コンテンツデータが登録されているプレイリストとの３種類のデータのう
ち、前記編集処理選択部で選択された編集処理に関与する種類のデータと前記コンテンツ
データが登録されているプレイリストの書き換えを、前記編集処理に基づいて行う編集処
理部とを備えた編集装置。
【請求項５】
　前記編集処理選択部で管理データに記述された文字情報を他の文字情報に変更する編集
処理を選択し、かつ前記プレイリスト選択部でプレイリストを選択したとき、前記編集処
理部は、前記選択されたプレイリストに再生順序が登録されている音声データに付随する
管理データに記述された文字情報を前記他の文字情報に書き換えることを特徴とする請求
項４記載の編集装置。
【請求項６】
　前記編集処理選択部でデータを削除する編集処理を選択し、かつプレイリスト選択部で
プレイリストを選択したとき、前記編集処理部は、前記プレイリストに再生順序が登録さ
れている音声データと、前記音声データに付随する全ての管理データとを削除し、前記音
声データが登録されているプレイリストについて前記登録を解除することを特徴とする請
求項４記載の編集装置。
【請求項７】
　前記編集処理部で行われるデータの書き換えは、前記編集処理選択部で選択された編集
処理に関与する種類のデータであって、前記プレイリスト選択部で選択されたプレイリス
ト内の全データに対して行われることを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項記載
の編集装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、音声データおよびＳＤオーディオ規格によって定義される上記音声データの管
理データ（属性情報）およびＳＤオーディオ規格によって定義される音声データの再生順
序を決定するプレイリストを不揮発性半導体メモリにデジタル記録することが可能であり
、上記音声データおよび上記管理データおよび上記プレイリストを書き換えることが可能
な記録書き換え装置である編集装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
音楽データを半導体メモリに記録し、再生させるシステムの登場により、そのデータ構造
を規定するＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ）オーディオ規格が発表された。
【０００３】
以下、ＳＤオーディオ規格について説明する。以降は、音声データを音楽データに限定し
、曲と呼んで説明する。
【０００４】
ＳＤオーディオ規格は、ＳＤカード（半導体メモリカード）に書きこまれる音楽データお
よびそれに付随するデータの構造を規定する規格である。また、規定されたデータはコン
ピュータ上で変更することができる。
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【０００５】
図９はＳＤオーディオ規格のデータ構成図である。以下、図９について説明する。
【０００６】
曲（音楽データ）はネットワークから得ることもできるが、ＣＤ等に記録されている曲を
変換して用いることもできる。
【０００７】
また、各曲（１１）は管理データ（１２）を持っており、文字情報（曲名、アーティスト
名、アルバム名等）はその管理データ内に格納されている。各曲は識別情報（１０）を持
っている。
【０００８】
各曲の再生順序は、プレイリスト（１３）と呼ばれるデータ内に格納されている。１つの
ＳＤカードにはＳＤカード内にある全ての曲の再生順序を登録したデフォルトプレイリス
トが１つだけ存在する。ここで登録とは、プレイリストに曲の識別情報（１０）を物理的
な書きこみ位置を再生順序情報として書きこむことを意味する。また、ＳＤオーディオシ
ステムの使用者（以下、ユーザと呼ぶ）が任意の曲順・曲数で登録したプレイリストを作
成することもできる。
【０００９】
１つのＳＤカードに、曲は最大で９９９、プレイリストはデフォルトプレイリストを除い
て９９まで書きこむことができる。また、ひとつのプレイリストに登録できる曲数は９９
であり（デフォルトプレイリストに登録できる曲数は最大９９９）、同一曲が複数存在す
ることを許可している。
【００１０】
各曲に対して編集処理（文字情報変更、音楽データの削除・移動・コピー、プレイリスト
への登録等）を行う場合は、対象となる曲をユーザが選択し、その曲データと管理データ
およびプレイリストの書き換えを行うという手順が必要である。
【００１１】
図１０は従来の編集装置のブロック図である。２０はデータの書き換え手段（削除するの
か、文字情報を書きかえるのか等）を選択する書き換え手段選択部、２１はデータを書き
換える曲を選択する曲選択部、２２は音楽データ、管理データ、プレイリストが記録され
ている記録部、２３は記録部２２に記録されている曲選択部２１で選択された曲の音楽デ
ータ、管理データまたはその曲が登録されているプレイリストを書き換え手段選択部２０
で選択された書き換え手段で書き換える処理部である。また、図１１は従来の編集装置を
用いて図９に示されるプレイリスト１に登録されている曲全てを削除するときのアルゴリ
ズムを示すフローチャートである。以下、図１０の従来の編集装置の動作を図１１を用い
て説明する。
【００１２】
まず、ユーザは書き換え手段選択部２０で曲の削除を選択し（処理３０１）、曲選択部２
１で曲Ｅを選択し（処理３０２）、処理部２３が記録部２２に記録されている曲Ｅの曲デ
ータと管理データを削除し（処理３０３）、曲Ｅのプレイリストへの登録を解除する（処
理３０４）。次に、ユーザは曲選択部２１で曲Ｃを指定し（処理３０５）、処理部２３が
記録部２２に記録されている曲Ｃの曲データと管理データを削除し（処理３０６）、曲Ｃ
のプレイリストへの登録を解除する（３０７）。以下、曲Ｄに対しても同様の処理を行い
、削除処理を完了することができる。結局、全体を通してユーザは３回の曲指定動作（処
理３０２，３０５，３０８）を行ってプレイリスト１に登録されている曲全てを削除する
ことになる。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
現在生産されているＳＤカードの容量は最大で６４ＭＢであるが、将来的には１ＧＢの容
量を持つＳＤカードも想定されている。これは、５分程度の楽曲であれば１００曲以上記
録できる容量であり、家庭で聞く場合１００以上の曲を連続して聞くことは考えにくい。
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そこで、ユーザはプレイリストに数曲ずつ登録し、そのプレイリストに登録された曲のみ
を聞くことになると考えられる。つまり、ＳＤカードは、ひとつのカードの中にいくつも
ＣＤアルバムが入っているような感覚で使われることが容易に推測できる。
【００１４】
例えば、ユーザがあるプレイリストに登録されている曲全て（１つのＣＤアルバムと見な
す）に聞き飽きてしまい、新しいＣＤアルバムの曲とまるごと入替えたい場合を考える。
この場合、従来の技術で説明した図１１のような処理が必要となり、曲の指定作業をその
曲数だけ繰り返さなければならなかった。
【００１５】
また、一のプレイリストの全ての内容を他のプレイリストに追加する場合、他のプレイリ
ストに、一のプレイリストに登録されている全ての曲の指定作業をその曲数だけ繰り返さ
なければならなかった。
【００１６】
以上のように、ＳＤオーディオ規格に準拠したデータを扱う従来のソフトウェアでは１曲
単位での入力動作を要する編集処理（文字情報変更、音楽データの削除・移動・コピー、
プレイリストへの登録等）しか実現されていないため、プレイリストに登録されている全
ての曲に対して同じ編集処理を行いたい場合であっても、曲の指定作業をその登録曲数だ
け繰り返さなければならず、ユーザにとって負担になるという課題を有していた。
【００１７】
本発明は、上記の課題を解決し、プレイリストに登録されている全ての曲に対して同じ編
集処理を行う場合等に、ユーザの作業（操作）の簡単化を図ることができる編集装置を提
供することを目的とする。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１記載の編集装置は、複数の音声データと、ＳＤオーディオ規格で定義
された少なくとも１つの音声データの管理データと、ＳＤオーディオ規格で定義された少
なくとも１つの音声データの再生順序が登録されるプレイリストとを記録する記録媒体に
対して行う編集処理を選択する編集処理選択部と、編集処理に関連するプレイリストの選
択を行うプレイリスト選択部と、プレイリスト選択部で選択されたプレイリストを記録媒
体から検索し、検索されたプレイリストに再生順序が登録されている全ての音声データと
、その音声データに付随する全ての管理データと、その音声データが登録されている全て
のプレイリストとの３種類のデータのうち、編集処理選択部で選択された編集処理に関与
する種類のデータと音声データが登録されている全てのプレイリストの書き換えを、編集
処理選択部で選択された編集処理に基づいて行う編集処理部とを備えたものである。
【００１９】
本発明の請求項２記載の編集装置は、請求項１記載の編集装置において、編集処理選択部
で管理データに記述された文字情報を他の文字情報に変更する編集処理を選択し、かつプ
レイリスト選択部でプレイリストを選択したとき、編集処理部はプレイリストを記録媒体
から検索し、検索されたプレイリストに再生順序が登録されている全ての音声データに付
随する全ての管理データに記述された文字情報を他の文字情報に書き換えることを特徴と
する。
【００２０】
本発明の請求項３記載の編集装置は、請求項１記載の編集装置において、編集処理選択部
でデータを削除する編集処理を選択し、かつプレイリスト選択部でプレイリストを選択し
たとき、編集処理部はプレイリストを記録媒体から検索し、検索されたプレイリストに再
生順序が登録されている全ての音声データと、その音声データに付随する全ての管理デー
タとを削除し、その音声データが登録されている全てのプレイリストについてその登録を
解除することを特徴とする。
【００２１】
　本発明の請求項４記載の編集装置は、編集処理を選択する編集処理選択部と、編集処理
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の対象とするプレイリストを選択するプレイリスト選択部と、プレイリスト選択部で選択
されたプレイリストを検索し、検索されたプレイリストに再生順序が登録されているコン
テンツデータと、コンテンツデータに付随する管理データと、コンテンツデータが登録さ
れているプレイリストとの３種類のデータのうち、編集処理選択部で選択された編集処理
に関与する種類のデータとコンテンツデータが登録されているプレイリストの書き換えを
、編集処理に基づいて行う編集処理部とを備えたものである。
　本発明の請求項５記載の編集装置は、請求項４記載の編集装置において、編集処理選択
部で管理データに記述された文字情報を他の文字情報に変更する編集処理を選択し、かつ
プレイリスト選択部でプレイリストを選択したとき、編集処理部は、選択されたプレイリ
ストに再生順序が登録されている音声データに付随する管理データに記述された文字情報
を他の文字情報に書き換えることを特徴とする。
　本発明の請求項６記載の編集装置は、請求項４記載の編集装置において、編集処理選択
部でデータを削除する編集処理を選択し、かつプレイリスト選択部でプレイリストを選択
したとき、編集処理部は、プレイリストに再生順序が登録されている音声データと、音声
データに付随する全ての管理データとを削除し、音声データが登録されているプレイリス
トについて登録を解除することを特徴とする。
　本発明の請求項７記載の編集装置は、請求項１ないし６のいずれか１項記載の編集装置
において、編集処理部で行われるデータの書き換えは、編集処理選択部で選択された編集
処理に関与する種類のデータであって、プレイリスト選択部で選択されたプレイリスト内
の全データに対して行われることを特徴とする。
【００２２】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１の発明は、編集処理部が、プレイリスト選択部で選択されたプレイリ
ストを記録媒体から検索し、検索されたプレイリストに再生順序が登録されている全ての
音声データと、その音声データに付随する全ての管理データと、その音声データが登録さ
れている全てのプレイリストとの３種類のデータのうち、編集処理選択部で選択された編
集処理に関与する種類のデータと音声データが登録されている全てのプレイリストの書き
換えを、編集処理選択部で選択された編集処理に基づいて行う。
【００２３】
この請求項１によれば、ユーザはプレイリスト選択部で選択されるひとつのプレイリスト
を指定する（１度の入力作業を行う）ことにより、プレイリストに登録されている全ての
曲を編集処理対象とみなし、それらの曲に対して同じ編集処理をさせることができる。し
たがって、プレイリストに登録されている曲全てに同じ編集処理（文字情報変更、音楽デ
ータの削除・移動等）を行う場合に、ユーザによる曲指定入力回数を減らす作用を有する
。
【００２４】
また、請求項２の発明は、請求項１記載の編集装置において、編集処理選択部で管理デー
タに記述された文字情報を他の文字情報に変更する編集処理を選択し、かつプレイリスト
選択部でプレイリストを選択したとき、編集処理部はプレイリストを記録媒体から検索し
、検索されたプレイリストに再生順序が登録されている全ての音声データに付随する全て
の管理データに記述された文字情報を他の文字情報に書き換えることを特徴とするもので
ある。
【００２５】
この請求項２によれば、ユーザはプレイリスト選択部で選択されるひとつのプレイリスト
を指定し、１度文字情報を入力するだけで、そのプレイリストに登録された曲全てを文字
情報変更対象とみなし、それらの曲の文字情報を一括して変更することができる。したが
って、プレイリストに登録されている曲全てに同じ文字情報の変更をする場合に、ユーザ
による曲指定および文字情報入力回数を減らす作用を有する。これは、１人（または１グ
ループ）のアーティストによって作成されたＣＤアルバムに記録された音楽データをＳＤ
カードで使用できるデータに変換した後、アーティスト名やアルバム名を記入する場合に
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有効である。
【００２６】
また、請求項３の発明は、請求項１記載の編集装置において、編集処理選択部でデータを
削除する編集処理を選択し、かつプレイリスト選択部でプレイリストを選択したとき、編
集処理部はプレイリストを記録媒体から検索し、検索されたプレイリストに再生順序が登
録されている全ての音声データと、その音声データに付随する全ての管理データとを削除
し、その音声データが登録されている全てのプレイリストについてその登録を解除するこ
とを特徴とするものである。
【００２７】
この請求項３によれば、ユーザはプレイリスト選択部で選択される１つのプレイリストを
指定する（１度の入力作業を行う）ことにより、そのプレイリストに登録されている全て
の曲を削除対象とみなし、一括して削除することができる。したがって、プレイリストに
登録されている曲全てを削除する場合に、ユーザによる曲指定入力回数を減らす作用を有
する。これは、ユーザがあるプレイリストに登録されている曲全て（１つのＣＤアルバム
と見なす）に聞き飽きてしまい、新しいＣＤアルバムの曲とまるごと入替えたい場合に有
効である。
【００３０】
（第１の実施の形態）
図１は本発明の第１の実施の形態における編集装置のブロック図である。４０はプレイリ
ストの選択を行うプレイリスト選択部、４１は音楽データと管理データとプレイリストが
記録されている記録部、４２は記録部４１のデータを書き換える手段を選択する書き換え
手段選択部、４３は作業領域である。作業領域４３には、プレイリスト選択部４０、書き
換え手段選択部４２によって選択された内容、およびカウンタ、および書き換え済の曲の
識別情報が記録される過去ログが、処理部４４によって記録される。また、処理部４４は
作業領域４３に記録された内容に基づいて記録部４１に記録された内容を書き換える。記
録部４１はＳＤカードからなる記録媒体であり、書き換え手段選択部４２が編集処理選択
部であり、処理部４４および作業領域４３が編集処理部である。
【００３１】
以上のように構成された編集装置の動作を、図２に示すアルゴリズムのフローチャートに
沿って説明する。
【００３２】
書き換え手段選択部４２でユーザが選択した書き換え手段の識別情報を作業領域４３に記
録し（処理５０１）、プレイリスト選択部４０でユーザが選択したプレイリストの識別情
報を作業領域４３に記録し（処理５０２）、作業領域４３に記録されているカウンタであ
るＸを０で初期化し（処理５０３）、作業領域４３に記録されている過去ログを初期化す
る（処理５０４）。ただし、処理５０１～５０４の順序はどのようなものでも構わない。
【００３３】
次に、作業領域４３に記録されているプレイリストの識別情報を持つプレイリストを記録
部４１から検索し、それにＸ＋１番目に再生する曲が登録されているかを確認し（分岐５
０５）、登録されていれば過去ログと比較し（分岐５０６）、既に編集済であれば処理５
０９へ飛ぶ。未編集であればその曲を記録部４１から検索し、作業領域４３に記録されて
いる書き換え手段の識別情報を持つ書き換え手段でデータの書き換えを行い（処理５０７
）、その曲の識別情報を過去ログに記録し（処理５０８）、Ｘの値を１つ増やし（処理５
０９）、分岐５０５へ戻る。登録されている全ての曲に対して編集処理を終えれば、分岐
５０５でＮＯに進み、処理が完了する。
【００３４】
例えば、図９のようなデータに対してこの方法を用いると、処理５０１で削除、処理５０
２でプレイリスト１を指定すれば、処理５０７においてＸが０のとき曲Ｅの削除（音楽デ
ータ、管理データ、存在する全てのプレイリストへの登録の削除）、Ｘが１のとき曲Ｃの
削除、Ｘが２のとき曲Ｄの削除が行われ、最後に分岐５０５でＮＯに進み、処理が完了す
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る。
【００３５】
以上のように第１の実施の形態によれば、ユーザはプレイリスト選択部４０で選択される
ひとつのプレイリストを指定する（１度の入力作業を行う）ことにより、プレイリストに
登録されている全ての曲を編集処理対象とみなし、それらの曲に対して同じ編集処理をさ
せることができる。したがって、プレイリストに登録されている曲全てに同じ編集処理（
文字情報変更、音楽データの削除・移動等）を行う場合に、ユーザによる曲指定入力回数
を減らすことができる。
【００３６】
なお、編集処理のうち、文字情報の変更については、第２の実施の形態で詳しく説明し、
音楽データの削除については第３の実施の形態でより詳しく説明する。ここで、音楽デー
タの移動について、簡単に述べておく。
【００３７】
例えば、２つの記録媒体ＡとＢがあり、記録媒体Ａに記録されている音楽データを記録媒
体Ｂへ移動する場合、記録媒体Ａに記録されている音楽データおよび管理データを記録媒
体Ｂへ複写（コピー）するとともに記録媒体Ｂのプレイリストへ登録し、その後、複写し
た音楽データおよび管理データとこの音楽データのプレイリストへの登録を記録媒体Ａか
ら全て削除することにより、移動が完了する。
【００３８】
（第２の実施の形態）
図３は本発明の第２の実施の形態における編集装置のブロック図である。６０はプレイリ
ストの選択を行うプレイリスト選択部、６１は文字情報の選択をおこなう文字情報選択部
、６２は文字の入力を行う文字入力部、６３は音楽データと管理データとプレイリストが
記録されている記録部、６４は作業領域である。作業領域６４には、プレイリスト選択部
６０、文字情報選択部６１、文字入力部６２によって選択または入力された内容、および
カウンタ、および書き換え済の曲の識別情報が記録される過去ログが処理部６５によって
記録される。また、処理部６５は作業領域６４に記録された内容に基づいて記録部６３に
記録された内容を書き換える。記録部６３はＳＤカードからなる記録媒体であり、処理部
６５および作業領域６４が編集処理部である。また、文字情報選択部６１および文字入力
部６２は編集処理選択部に含まれるものであり、さらに図示していないが、編集処理選択
部には、管理データに記述された文字情報を他の文字情報に変更する編集処理（以下「管
理データ変更処理」という）を選択する手段がある。
【００３９】
以上のように構成された編集装置の動作を、図４に示すアルゴリズムのフローチャートに
沿って説明する。ここでは、編集処理選択部の図示していない手段により管理データ変更
処理を選択した後の動作について説明する。
【００４０】
プレイリスト選択部６０でユーザが選択したプレイリストの識別情報を作業領域６４に記
録し（処理７０１）、文字情報選択部６１でユーザが選択した文字情報の識別情報を作業
領域６４に記録し（処理７０２）、文字入力部６２でユーザが入力した文字を作業領域６
４に記録し（処理７０３）、作業領域６４に記録されているカウンタであるＸを０で初期
化し（処理７０４）、作業領域６４に記録されている過去ログの初期化を行う（処理７０
５）。ただし、処理７０１～７０５の順序はどのようなものでも構わない。
【００４１】
次に、作業領域６４に記録されているプレイリストの識別情報を持つプレイリストを記録
部６３から検索し、そのプレイリストのＸ＋１番目に再生する曲が登録されているかを確
認し（分岐７０６）、登録されていればその曲を記録部６３に記録されている過去ログと
比較し（分岐７０７）、変更済であれば処理７１０に飛ぶ。未変更であればその曲の管理
データを記録部６３から検索し、記録部６３に記録されている文字情報の識別情報を持つ
文字情報を検索し、それを作業領域６４に記録されている文字と置き換え（処理７０８）
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、その曲の識別情報を過去ログに記録し（処理７０９）、Ｘの値を１つ増やし（処理７１
０で）、分岐７０６に戻る。登録されている全ての曲に対して文字情報の変更を終えれば
、分岐７０６でＮＯに進み、処理が完了する。
【００４２】
例えば、図９のようなデータに対してこの方法を用いると、処理７０１でプレイリスト１
、処理７０２でアーティスト名、処理７０３で「山田太郎」を指定すれば、処理７０８で
Ｘが０のとき曲Ｅのアーティスト名を「山田太郎」、Ｘが１のとき曲Ｃのアーティスト名
を「山田太郎」、Ｘが２のとき曲Ｄのアーティスト名を「山田太郎」に変更し、次に分岐
７０６でＮＯに進み、処理が完了する。
【００４３】
以上のように第２の実施の形態によれば、ユーザはプレイリスト選択部６０で選択される
ひとつのプレイリストを指定し、１度文字情報を入力するだけで、そのプレイリストに登
録された曲全てを文字情報変更対象とみなし、それらの曲の文字情報を一括して変更する
ことができる。したがって、プレイリストに登録されている曲全てに同じ文字情報の変更
をする場合に、ユーザによる曲指定および文字情報入力回数を減らすことができる。これ
は、１人（または１グループ）のアーティストによって作成されたＣＤアルバムに記録さ
れた音楽データをＳＤカードで使用できるデータに変換した後、アーティスト名やアルバ
ム名を記入する場合に有効である。
【００４４】
（第３の実施の形態）
図５は本発明の第３の実施の形態における編集装置のブロック図である。８０はプレイリ
ストの選択を行うプレイリスト選択部、８１は音楽データと管理データとプレイリストが
記録されている記録部、８２は作業領域である。作業領域８２には、プレイリスト選択部
８０によって選択された内容、およびカウンタ、および書き換え済の曲の識別情報が記録
される過去ログが処理部８３によって記録される。また、処理部８３は作業領域８２に記
録された内容に基づいて記録部８１に記録された内容を書き換える。記録部８１はＳＤカ
ードからなる記録媒体であり、処理部８３および作業領域８２が編集処理部である。また
、図示していないが、音楽データを削除する編集処理を選択できる編集処理選択部がある
。
【００４５】
以上のように構成された編集装置の動作を、図６に示すアルゴリズムのフローチャートに
沿って説明する。ここでは、図示していない編集処理選択部により音楽データを削除する
編集処理を選択した後の動作について説明する。
【００４６】
プレイリスト選択部８０でユーザが選択したプレイリストの識別情報を作業領域８２に記
録し（処理９０１）、作業領域８２に記録されているカウンタであるＸを０で初期化し（
処理９０２）、作業領域８２に記録されている過去ログの初期化を行う（処理９０３）。
ただし、処理９０１～９０３の順序はどのようなものでも構わない。
【００４７】
次に、作業領域８２に記録されたプレイリストの識別情報を持つプレイリストを記録部８
１から検索し、そのプレイリストのＸ＋１番目に再生する曲が登録されているかを確認し
（分岐９０４）、登録されていればその曲と過去ログを比較し（分岐９０５）、削除済で
あれば処理９０９へ飛ぶ。未削除であればその曲の音楽データと管理データを記録部８１
から検索し、そのデータの削除を行い（処理９０６）、記録部８１に記録されている全て
のプレイリストからその曲を登録しているものを検索し、その登録の解除を行う（処理９
０７）。ただし、処理９０６と処理９０７は順序が逆でもよい。次に処理９０８でその曲
の識別情報を過去ログに記録し、処理９０９でＸの値を１つ増やし、分岐９０４へ戻る。
登録されている全ての曲の削除、登録解除を終えれば、分岐９０４でＮＯに進み、処理が
完了する。
【００４８】
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例えば、図９のようなデータに対してこの方法を用いると、処理９０１でプレイリスト１
を指定すれば、処理９０６と処理９０７でＸが０のとき曲Ｅの削除および登録削除、Ｘが
１のとき曲Ｃの削除および登録削除、Ｘが２のとき曲Ｄの削除および登録削除が行われ、
次に分岐９０４でＮＯに進み、処理が完了する。
【００４９】
以上のように第３の実施の形態によれば、ユーザはプレイリスト選択部８０で選択される
１つのプレイリストを指定する（１度の入力作業を行う）ことにより、そのプレイリスト
に登録されている全ての曲を削除対象とみなし、一括して削除することができる。したが
って、プレイリストに登録されている曲全てを削除する場合に、ユーザによる曲指定入力
回数を減らすことができる。これは、ユーザがあるプレイリストに登録されている曲全て
（１つのＣＤアルバムと見なす）に聞き飽きてしまい、新しいＣＤアルバムの曲とまるご
と入替えたい場合に有効である。
【００５０】
（第４の実施の形態）
図７は本発明の第４の実施の形態における編集装置のブロック図である。１００はプレイ
リストの選択を行うプレイリスト選択部、１０１は音楽データと管理データとプレイリス
トが記録されている記録部、１０２は作業領域である。作業領域８２には、プレイリスト
選択部１００によって選択された内容、およびカウンタが処理部１０３によって記録され
る。また、処理部１０３は作業領域１０２に記録された内容に基づいて記録部１０１に記
録された内容を書き換える。記録部１０１はＳＤカードからなる記録媒体であり、処理部
１０３および作業領域１０２が編集処理部である。また、図示していないが、一のプレイ
リストの内容を他のプレイリストに追加する編集処理を選択できる編集処理選択部がある
。
【００５１】
以上のように構成された編集装置の動作を、図８に示すアルゴリズムのフローチャートに
沿って説明する。ここでは、図示していない編集処理選択部により一のプレイリストの内
容を他のプレイリストに追加する編集処理を選択した後の動作について説明する。そして
、例えば図９のプレイリスト１の内容をプレイリスト２に追加する場合について説明する
。
【００５２】
プレイリスト選択部１００でユーザが選択した追加されるプレイリスト２の識別情報を作
業領域１０２に記録し（処理１１０１）、作業領域１０２に記録されている追加されるプ
レイリスト２の識別情報を持つプレイリスト２を記録部１０１から検索し、その曲数＋１
を作業領域１０２に記録されているカウンタであるＹに代入する（処理１１０２）。次に
、１００でユーザが選択した追加するプレイリスト１の識別情報を作業領域１０２に記録
し（処理１１０４）、作業領域１０２に記録されているカウンタであるＸを０で初期化す
る（処理１１０５）。ただし、処理１１０３～１１０５の順序はどのようなものであって
も構わない。また、処理１１０４および処理１１０５は処理１１０１が行われる前に行わ
れても構わない。
【００５３】
次に、作業領域１０２に記録された追加するプレイリスト１の識別情報を持つプレイリス
ト１を記録部１０１から検索し、そのプレイリスト１のＸ＋１番目に再生する曲が登録さ
れているかを確認し（分岐１１０６）、登録されていればその曲を追加されるプレイリス
ト２の曲順Ｙに登録し（処理１１０７）、処理１１０８でＸの値を１つ増やし、処理１１
０９でＹの値を１つ増やし、分岐１１０６へ戻る。ただし、処理１１０８と処理１１０９
は順序が逆でもよい。追加するプレイリスト１に登録されている全ての曲の登録を終えれ
ば、分岐１１０６でＮＯに進み、さらにプレイリスト登録の終了を認識すれば分岐１１０
３でＹＥＳに進み、処理が完了する。
【００５４】
図９のようなデータの場合、処理１１０１でプレイリスト２を指定し、処理１１０４でプ
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レイリスト１を指定すれば、処理１１０７でＸが０のとき曲Ｅをプレイリスト２の５曲目
に登録、Ｘが１のとき曲Ｃをプレイリスト２の６曲目に登録、Ｘが３のとき曲Ｄをプレイ
リスト２の７曲目に登録し、次に分岐１１０６でＮＯに進み分岐１１０３に戻る。ここで
プレイリスト登録を終了すれば、処理が完了する。
【００５５】
以上のように第４の実施の形態によれば、ユーザは２つのプレイリストを指定することに
よって、１つのプレイリストに登録された全ての曲をもう１つのプレイリストへの登録対
象曲とみなすことができ、新たに１曲ずつ指定して登録するよりもユーザによる入力回数
を減らすことができる。このように、２つのプレイリストに登録されている曲順・曲数を
つないだ構造を持つ新しいプレイリストを作成する場合に、ユーザによる曲指定入力回数
を減らすことができる。また、これにより、いくつかのプレイリストをつなげるという感
覚で新しいプレイリストを作成することが可能となる。
【００５６】
【発明の効果】
以上のように本発明は、プレイリストに登録された全ての曲に対して同一の編集処理を行
う場合に、ユーザによる曲の指定作業の回数を減らすことができ、編集作業の簡単化を図
ることができ、作業時間も短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における編集装置のブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態における編集装置の動作のアルゴリズムのフローチャ
ート
【図３】本発明の第２の実施の形態における編集装置のブロック図
【図４】本発明の第２の実施の形態における編集装置の動作のアルゴリズムのフローチャ
ート
【図５】本発明の第３の実施の形態における編集装置のブロック図
【図６】本発明の第３の実施の形態における編集装置の動作のアルゴリズムのフローチャ
ート
【図７】本発明の第４の実施の形態における編集装置のブロック図
【図８】本発明の第４の実施の形態における編集装置の動作のアルゴリズムのフローチャ
ート
【図９】ＳＤオーディオ規格のデータ構成図
【図１０】従来の編集装置のブロック図
【図１１】従来の編集装置を用いて図９に示されるプレイリスト１に登録された曲全てを
削除するときのアルゴリズムを示すフローチャート
【符号の説明】
１０　音楽データ（曲）の識別情報
１１　音楽（曲）データ
１２　管理データ
１３　プレイリスト
４０　プレイリスト選択部
４１　記録部
４１　書き換え手段選択部
４３　作業領域
４４　処理部
６０　プレイリスト選択部
６１　文字情報選択部
６２　文字情報入力部
６３　記録部
６４　作業領域
６５　処理部
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８０　プレイリスト選択部
８１　記録部
８２　作業領域
８３　処理部
１００　プレイリスト選択部
１０１　記録部
１０２　作業領域
１０３　処理部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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